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2



事例の概要

• 業者より購入した研究用実験機材の海外への
持ち出し （日本→中国への貨物の輸出）

• 研究機材は日本の業者が製造・販売している
実験用装置

• 購入業者より安全保障貿易への注意喚起あり

当初は必要性を認識していなかった
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実際の研究用実験装置
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業者とのコンタクト

• 業者は、輸出許可にかかる経験を持っている

• 書類の準備等について

• 他大学での同様の実施例がある

6



研究者とのコンタクト

• 説明

業者、研究者、事務方の三者が集まり打ち
合わせ

・ 該非判定方法

• 事務方だけでは作成できない書類作成等の
協力依頼

現地の設置場所の写真・地図

設置場所の使用許可の書面 7



経済産業省への提出が必要な書類（ホームページより）
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実際に提出した書類の一覧
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実際に作成した 書類の一部
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建屋(鍵あり) 建屋内(設置予定場所)

実際に作成した 現地の設置場所の写真・地図

香港特別行政区
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経済産業省とのコンタクト

• 経済産業省安全保障貿易審査課へ事前に連
絡、相談

• 決裁手続き前に書類の事前確認を依頼

• 確認依頼から回答まで：約３日程度

（そこから３回程度、書類内容についての質問を受ける）
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書類の決裁手続→許可申請

• 本部の担当部署に相談

• 部局内決済

• 二次審査・決済及び押印依頼

• 輸出許可申請書の送付
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輸出許可申請後の手続き

• 輸出許可証の受領まで

• 輸出許可証受領

• 輸出にかかるその他手続き
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苦労した点など

• 京都大学内での手続の流れが定まっていない

（部局・事務本部とも）

・日本とは違う外国の特殊事情

地図がない、現地住所の確認資料がない

・許可申請の発送まで相当の時間がかかる
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